
日　時 2014年6月22日（日曜日）

試合会場 日立柏ｻｯｶｰ場

気象状況  天　候； 曇り  気　温；  湿　度；  風　力；  ﾋﾟｯﾁ状況 天然芝

キックオフ

前　半

後　半

（ＰＫ）

戦　評

させてもﾚｲｿﾙの代名詞である『ﾎﾟｾﾞｯｼｮﾝｻｯｶｰ』を披露し、28分、35分、40分と追加点を挙げﾀｲﾑｱｯﾌﾟとなった。

決勝戦終了後、SP-ﾌｯﾁｻｯｶｰｸﾗﾌﾞの方々がｽﾀﾝﾄﾞのｺﾞﾐ拾いを行っていた光景を目にした時、本大会で『ｸﾞｯﾄﾏﾅｰ賞』を獲得した

理由に納得した。

第38回全日本少年ｻｯｶｰ大会千葉県大会

決勝

13時30分

対戦チーム 柏ﾚｲｿﾙU-12 夏見ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ（ﾌｧｲｱ）

動かしﾁｬﾝｽを狙う布陣。対する夏見FCはGK①関口君の鉄壁な守りから㊽久富君が低い位置ながらも冷静なﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞでﾎﾞｰﾙ

⑲柴田君、㊾藤崎君の前線で敵を切り崩す戦いで勝ち上がってきた。

開始早々3分、5分とﾚｲｿﾙ⑬田村君を中心にした攻撃を見せたが今大会鉄壁の守りを見せた夏見FC①関口君が好ｾｰﾌﾞ。6分夏

試合結果

8 0

5 0

3 0

5/4からｽﾀｰﾄした本大会。409ﾁｰﾑが出場し、一か月半の予選を戦い最終日の決勝に残った2ﾁｰﾑ柏ﾚｲｿﾙU-12（以後ﾚｲｿﾙ）と

夏見ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ（ﾌｧｲｱ）（以後夏見FC）。夏見FCのｷｯｸｵﾌでｹﾞｰﾑが始まった。

2年ぶりの優勝を狙うﾚｲｿﾙはGK①佐々木君④前田君の固い守りから⑦近江屋君⑬田村君⑮沖原君を中心にした中盤でしっか

㊾藤崎君、⑲柴田君、㉗石橋君を中心にﾁｬﾝｽをつかみ決勝戦にふさわしい攻防からｹﾞｰﾑが動き始めた。

先制点はﾚｲｿﾙ。9分右CKからのこぼれ球を⑬田村君がｼｭｰﾄ。準決勝では硬さがあったﾚｲｿﾙはこのｺﾞｰﾙを皮切りの攻め続けた

14分④前田君がPK、16分⑦近江屋君、17分⑮田村君、18分⑦近江屋君と怒涛の4ｺﾞｰﾙを決め5点をﾘｰﾄﾞして前半を終了した。

後半、夏見FCもこれまで自分たちが戦ってきたｽﾀｲﾙを崩すことなく正々堂々とﾚｲｿﾙに挑んだが、ﾚｲｿﾙは後半GK以外の選手を

（戦評後記）

本大会を通じてﾚｲｿﾙが頭1つ抜けていた感はあったが、夏見FCや準決勝に進出したSP-ﾌｯﾁｻｯｶｰｸﾗﾌﾞ、三井千葉ｻｯｶｰｸﾗﾌﾞJr等

個々のﾃｸﾆｯｸ（動きながら蹴る、止める、判断する等）や、ﾁｰﾑ（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）としてﾎﾞｰﾙを丁寧に運ぶ、奪う等のｽｷﾙがここ数年の大

中でも一番ではなかったかと思う。

2年振りに全国大会へ出場するﾚｲｿﾙの活躍に心から期待したい。

社団法人　千葉県サッカー協会第４種委員会　技術部委員／和田　治　記　　　
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